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)sin,( xxP のとき、 P における接線の傾きは xcos で、 v は )cos,1( xk  に平行であり、 kqv  と書けて 
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一方、

2

2

2222

2 )cos1(cos 













































td

xd
x

td

xd
x

td

xd

td

yd

td

xd
V より、 

32

2
4

32

2
4

2

2

22

)cos1(

cos1

)cos1(

sin

cos1 x

x
V

x

x
V

x

V

td

xd



















   

 

10 ≦≦k の範囲で、関数
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 )10(0
)1(

24

)1(

)1(3)1(

)1(

)1(3)1()1(1
)(

446

23

≦≦k
k

k

k

kk

k

kkk
kf 














  

10 ≦≦k において )(kf は単調減少で、 0k のとき )(kf は最大値1をとる。 

 

したがって、
2

 は 0cos2 x 、 0cos x のとき最大値 4V をとるから、  の最大値は 2V  ……(答) 


